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福井県国際交流協会では、幅広い県民の参加による全県的な国際交流を推進するため、様々な事業を展開しております。
ただいま、当協会の活動をサポートしてくださる賛助会員を募集しております。皆様のご入会を心からお待ちしております！

賛　助　会　員　を　募　集　し　て　い　ま　す

● 会　費 ― ［個人］ 2,000円　［団体］ 10,000円
● 期　間 ― 申込日～2020年3月31日
● 特　典 ― 国際交流イベントの案内のほか、映画チケット・ホテル宿泊・旅行用品・レストランでの割引 など

※特典ご利用時には、必ず会員証をご提示ください。電話等での予約の際は、会員である旨お伝えください。
※繁忙期等には、特典の利用が出来ない場合もありますので、ご了承ください。

【HP】

【ラジオ放送】 FM福井76.1  毎週水曜日　9:30～9:40
 https://www.f-i-a.or.jp/
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福 井 県 国 際 交 流 協 会
設 立 3 0 周 年 を 迎 え て
　公益財団法人福井県国際交流協会が、福井県における国際交流を

推進する中核的な組織として設立され、ここに30周年を迎えること

ができましたことは、県民の皆様をはじめ関係各位の御支援・御協

力の賜物と心から感謝申し上げます。

　設立以来、当協会では “世界に開かれた福井”を目指して、国際交

流団体等との連携を図りながら、地域に根差した国際交流・協力活

動を推進してまいりました。この30年間、時代の変遷とともに、交

流から協力へ、そして多文化共生社会の推進およびグローバルな国

際社会に対応した経済交流の促進へと当協会の果たすべき役割も

大きく変化してきました。

　当協会が設立された平成元年末に5,565人だった県内の外国人登

録者の数は、平成30年末現在14,650人※と増加しました。平成31年4

月の入管法改正に伴い、今後さらに増えていくものと考えられま

す。協会としましては、日本語学習支援、生活相談窓口の充実、災害

等における緊急時の支援、地域社会に対する国際理解啓発など、こ

れまで以上に関係機関等と連携しながら、事業を展開してまいりた

いと考えております。

　これからも、県民と外国にルーツを持つ人々が同じ福井に暮らす

住民として、互いに支え合うことができる社会の実現に向け全力で

取り組んでまいりますので、引き続き、皆様の御支援・御協力を賜

りますよう心からお願い申し上げます。

公益財団法人
福井県国際交流協会

理事長   川田 達男

※福井県外国人住民数調査表（平成30年12月31日現在）

ご あ い さ つ 30  年  の  あ  ゆ  み 1989ー2018

（平成元年）1989
● 福井県国際交流協会　
　 設立（3月15日）

●　機関紙「交流ふくい」発行

●　県内国際交流行事案内紙
　　「インターコア」発行

●　日本語教師養成講座開催

●　国際理解常設講座「おしゃべりサロン」開催

●　親子による国際理解講座開催

●　日本・福井の文化紹介講座開催

●　外国人留学生奨学援助金支給制度創設

●　外国人留学生のためのふれ愛バザー開催

●　FUKUI国際交流のつどい開催

●　海外技術研修員受入受託事業
　　（ブラジル・アルゼンチン移住者子弟）

●　賛助会制度創設

　“国際交流”というと敷居が高かった時代に、一人で
も多くの県民の皆様に国際社会に目を向けてもらうと
ともに、外国人にとって魅力ある地域づくりを目指し
て、私たちは、福井市の中央公園にあった県民会館の
77㎡の一部屋に、図書200冊、ラウンドテーブルと相
談カウンターを設置して業務を開始しました。
　来県する外国人が徐々に増える中、留学生やALT（外
国語指導助手）をゲストに迎えて国際理解講座を開催
したり、地域ぐるみで在住外国人を受け入れるホーム
ステイ事業を行ったり等、マイルストーンとなる様々
な事業を実施しました。

「国際交流センター」開所式

交流ふくい

親子による国際理解講座

高嶋 起代子 相談員
（1989 年～現在）

日本・福井の文化紹介講座

FUKUI国際交流のつどい

主要事業を中心に掲載
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1990ー1998
1990 （平成2年）

1991 （平成3年）

●　外国人のための生活ガイドブック
　　「Welcome to Fukui」（英語）発行
●　国際交流ボランティア登録制度創設
●　外国人留学生と留学生協力家庭対面会開催
●　日本語常設講座開催
●　民際交流活動への助成

●　FUKUIインターナショナルフェスティバル開催
●　福井県ガイドマップ「MAP OF FUKUI」（英語）発行
●　ちびっこ国際スクール開催
●　「国際交流ボランティアの手引」発行
●　浙江省技術研修員受入受託事業

1992 （平成4年）

●　福井県文化財マップ「FUKUI CULTURAL ASSETS」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本語・英語）発行
●　鯖江・世界体操競技選手権通訳ボランティア養成講座開催
●　福井県の姉妹友好省・州等国際交流事業助成金制度創設
●　開発教育に向けてのプライマリーセミナー開催
●　外国語情報紙「見て見て」（日本語・英語・中国語・ポルトガル語）発行
●　国際交流関係団体連絡会議の開催

1993 （平成5年）

●　「福井県国際交流嶺南センタ－開設」（5月）
●　国際協力フォーラムIN FUKUI 開催（協会設立5周年記念行事）
●　米国少年合唱団アメリカン・ボーイ・クワイア受入
●　子供向け国際理解講座「地球っ子クラブ」開催
●　外国人のための生活ガイドブック
        「Welcome to Fukui」（英語・中国語・ポルトガル語／
                                                               日本語併記）発行
●　福井の産業紹介講座開催･日本文化紹介講座

日本語常設講座

ちびっこ国際スクール

子供向け国際理解講座「地球っ子クラブ」

1993年に福井県国際交流嶺南センターが開設、1996年に福井
県国際交流会館が開館となり、国際交流事業の拠点となる場所
が整備されました。

（平成2年～平成10年）

1990年に入管法が改正され、丹南地区には日系
ブラジル人が増加していきました。そのため、英
語、中国語に加えて、ポルトガル語で「生活ガイド
ブック」「地図」「情報紙」を発行しました。

ボランティア活動を希望する人々を
支援するために、通訳、日本語指導、
ホームステイ等の国際交流ボラン
ティア制度を創設しました。1995年
の鯖江世界体操選手権では、多くの通
訳ボランティアが活躍し、メディアや
選手団、宿泊先関係者を支えました。

福井県と姉妹友好提携を結んでい
る米国ニュージャージー州を拠点
に活躍している合唱団を招き、ホー
ムステイ等を通して、市民レベルの
文化芸術交流を行いました。

外国人留学生と留学生協力家庭対面会

1994 （平成6年）

●　国際交流ボランティアセミナー開催
●　国際友好交流論文・図画作品展
●　ボランティアリーダー研修等旅費補助制度創設
●　「21世紀のための友情計画」バングラデシュ青年受入受託事業
●　嶺南地方国際交流推進連絡会議の開催

　

1995 （平成7年）

●　国際交流・協力のつどい IN FUKUI開催
●　REINAN国際交流のつどい開催
●　国際協力市民講座開催
●　外国人のための生活支援講座開催
●　外国人のための無料法律相談会開催

1996 （平成8年）

●　「福井県国際交流会館」開館（10月）
●　国際交流ジャンボリー・イン福井開催
●　嶺南センター情報紙｢MORE（モーレ）｣発行
●　FM放送広報促進事業開始
●　「外国人のための生活便利帳」
　　　　　　（日本語・英語・中国語・ポルトガル語）発行
●　外国語テレフォンサービス開始
　　　　　　（英語・中国語・ポルトガル語）

1997 （平成9年）

●　外国人の入国・在留手続きのための行政書士相談会開催
●　ウィークエンド・インターナショナルスクール開催
●　ボランティアのためのセミナー・ワークショップ開催
●　「21世紀のための友情計画」インドネシア青年受入受託事業
●　嶺南センターポットラックパーティー開催

1998 （平成10年）

●　国際協力を考える「タイ・スタディツアー」開催
　　　　　　　　　　　　　　（協会設立10周年記念事業）
●　外国人のための社会保険相談会開催
●　インターネットホームページ作成事業
●　「中国・韓国・ロシア月間」開催
●　福井県の姉妹友好省・州等との国際交流事業への助成　

国際交流ボランティアセミナー

「福井県国際交流会館」開所式

嶺南センターポットラックパーティー

国際協力を考える
「タイ・スタディツアー」

民間レベルの国際交流
活動の活性化を図るため
に、草の根の国際交流事業
に対し、活動費の一部を助
成しました。

30  年  の  あ  ゆ  み 1989ー2018

外務省が策定した青年招へい事業
「21世紀のための友情計画」では、将
来の国造りを担う発展途上国の青年
を福井に招き、それぞれの専門分野
について学んでもらうとともに、
ホームステイ受入家庭との交流を通
じて相互理解を深めました。

県内に住む外国人からの相談件数の
増加に対応するため、休日や時間外で
も最新の情報が得られるように、自動
応答装置による3か国語のテレフォン
サービスを開始しました。

国際協力の担い手を育成すること
を目的に、タイ王国において国際協
力の現場を見学、活動に参加するス
タディツアーを実施しました。
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ブラジル人が増加していきました。そのため、英
語、中国語に加えて、ポルトガル語で「生活ガイド
ブック」「地図」「情報紙」を発行しました。

ボランティア活動を希望する人々を
支援するために、通訳、日本語指導、
ホームステイ等の国際交流ボラン
ティア制度を創設しました。1995年
の鯖江世界体操選手権では、多くの通
訳ボランティアが活躍し、メディアや
選手団、宿泊先関係者を支えました。

福井県と姉妹友好提携を結んでい
る米国ニュージャージー州を拠点
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ムステイ等を通して、市民レベルの
文化芸術交流を行いました。

外国人留学生と留学生協力家庭対面会
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●　国際交流ボランティアセミナー開催
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●　ボランティアリーダー研修等旅費補助制度創設
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1995 （平成7年）
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国際交流ボランティアセミナー

「福井県国際交流会館」開所式

嶺南センターポットラックパーティー

国際協力を考える
「タイ・スタディツアー」

民間レベルの国際交流
活動の活性化を図るため
に、草の根の国際交流事業
に対し、活動費の一部を助
成しました。

30  年  の  あ  ゆ  み 1989ー2018

外務省が策定した青年招へい事業
「21世紀のための友情計画」では、将
来の国造りを担う発展途上国の青年
を福井に招き、それぞれの専門分野
について学んでもらうとともに、
ホームステイ受入家庭との交流を通
じて相互理解を深めました。

県内に住む外国人からの相談件数の
増加に対応するため、休日や時間外で
も最新の情報が得られるように、自動
応答装置による3か国語のテレフォン
サービスを開始しました。

国際協力の担い手を育成すること
を目的に、タイ王国において国際協
力の現場を見学、活動に参加するス
タディツアーを実施しました。
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1999ー2008
1999（平成11年）

●　「21世紀のための友情計画」マレーシア青年受入受託事業
●　国際理解促進事業「ＲＥＩＮＡＮふれあい滞在記」開催
●　国際理解教育のためのファシリテーター養成入門講座開催
●　国際協力活動等への助成

2000（平成12年）

●　福井っ子国際サマーキャンプ開催
●　「21世紀のための友情計画」モンゴル青年受入受託事業
●　“海外で学ぶ・働く”情報セミナー開催
●　福井県と７市生活便利マップ（4か国語）発行

2001（平成13年）

●　在住外国人との意見交換会開催
●　「21世紀のための友情計画」韓国青年受入受託事業
●　世界の料理サロン開催
●　日本語ボランティアネットワーク会議開催
●　環日本海交流理解促進講座開催　

2002（平成14年）

●　ロシア沿海地方日本語研修生受入受託事業
●　国際交流・協力ボランティアセミナー開催
●　日本・福井を知る講座開催
●　世界のことばと文化を知る講座開催
●　携帯電話を活用した情報発信事業

2003（平成15年）

●　国際理解教育出張講座「ハローワールド」開催
●　国際理解学習用参考資料集発行
●　海外情報セミナー「留学」「ワーキングホリデー」開催
●　海外自治体職員(韓国)受入受託事業
●　多言語による国際化情報発信受託事業
 　　(「FUKUIで暮らすために」（4か国語）ホームページ作成) 

2004（平成16年）

●　ふくい日本語教材「生活会話 ほやほや」発行
●　多言語情報紙「FIA Pocket」（4か国語）発行
●　外国人生活支援ブックレット（4か国語）発行 
●　研修生中国派遣促進受託事業
●　福井県国際協力大使設置受託事業

2005（平成17年）

●　通訳ボランティアガイド育成事業
●　多文化共生冊子「いいとこ福井」（4か国語）発行
●　米国フィンドレー大学・福井県奨学生派遣事業
●　外国人留学生と県民のふれあいバス旅行開催

2006（平成18年）

●　多言語安全・安心マップ
　　「外国人のための生活安心地図」発行
●　国際交流・協力功労者顕彰事業
●　海外自治体職員(韓国)受入受託事業
●　多文化共生社会づくり推進事業

2007（平成19年）

●　「指で話そう 災害・緊急時多言語
　　　　　　　　　ハンドブック（８か国語）」発行
●　外国人による日本語弁論大会開催
●　多文化共生社会づくりセミナー開催
●　在住外国人対象アンケート調査実施

2008（平成20年）

●　県内小中学生「国際交流・協力」図画コンクール実施
　　　　　　　　　　　　　　　　　（協会設立20周年記念事業）
 
●　外国語による外国文化紹介講座開催（アメリカ／中国／韓国）
●　多言語ラジオ番組（４か国語）放送事業
●　外国人のための緊急生活相談窓口開設事業

海外の青少年等の受け入れや海外への物資支援等、友好親
善型の国際交流から国際協力へと事業の幅も広がっていき
ました。

（平成11年～平成20年）

在住外国人が必要として
いる情報を正確に把握し、
事業を効果的に実施する
ために、言語別の意見交換
会を実施しました。

「環日本海」とは日本海を取り囲む地域（ロ
シア、中国、韓国等）を指す名称で、政治・経
済・文化交流を深め、これらの地域の経済
発展を目指す環日本海経済圏構想から生
まれました。

福井県が行う「ビジットふくい」計
画の一環として、外国からの観光客
に十分に対応できるように、英語、
中国語、韓国語の通訳ボランティア
ガイドを育成するための研修会を
開催しました。

外国籍住民との共生を目指す県内の団
体の取り組みについて、現状や課題等
を話し合いました。各団体からの提案
を受け、翌年にセミナーとアンケート
を実施、その後の外国人支援のための
協働事業の実施へとつながりました。

平成20年後半からの世界的な景気後退の影
響を受け、特に丹南地域在住の日系ブラジ
ル人が職を失う等して相談が急増しまし
た。緊急措置として、県の南越合同庁舎に窓
口を開設し相談に対応しました。

ロシア沿海地方と福井県と
の将来の担い手を養成する
ため、ロシア沿海地方で日
本語を学んでいる大学生を
福井に招き、研修を行いま
した。

環日本海交流理解促進講座 多文化共生冊子「いいとこ福井」

ロシア沿海地方
日本語研修生受入

福井県国際協力大使
設置受託事業

通訳ボランティアガイド育成事業

米国フィンドレー大学
福井県奨学生派遣事業

「国際交流・協力」図画コンクール
最優秀作品

指で話そう 
災害・緊急時
多言語ハンドブック

世界の料理サロン

青年海外協力隊等の海外でボランティア活動する福井県出身者の
要請に応じて、現地の活動で必要な物資を幅広く県民から募集し
ました。現地での活動・交流に役立ててもらうとともに、県民の皆
さんに国際協力への関心を持ってもらうきっかけとしました。

30  年  の  あ  ゆ  み 1989ー2018

ＲＥＩＮＡＮふれあい滞在記
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1999ー2008
1999（平成11年）
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●　“海外で学ぶ・働く”情報セミナー開催
●　福井県と７市生活便利マップ（4か国語）発行

2001（平成13年）
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●　「21世紀のための友情計画」韓国青年受入受託事業
●　世界の料理サロン開催
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●　環日本海交流理解促進講座開催　
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●　海外自治体職員(韓国)受入受託事業
●　多言語による国際化情報発信受託事業
 　　(「FUKUIで暮らすために」（4か国語）ホームページ作成) 

2004（平成16年）

●　ふくい日本語教材「生活会話 ほやほや」発行
●　多言語情報紙「FIA Pocket」（4か国語）発行
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●　研修生中国派遣促進受託事業
●　福井県国際協力大使設置受託事業

2005（平成17年）

●　通訳ボランティアガイド育成事業
●　多文化共生冊子「いいとこ福井」（4か国語）発行
●　米国フィンドレー大学・福井県奨学生派遣事業
●　外国人留学生と県民のふれあいバス旅行開催

2006（平成18年）

●　多言語安全・安心マップ
　　「外国人のための生活安心地図」発行
●　国際交流・協力功労者顕彰事業
●　海外自治体職員(韓国)受入受託事業
●　多文化共生社会づくり推進事業

2007（平成19年）

●　「指で話そう 災害・緊急時多言語
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善型の国際交流から国際協力へと事業の幅も広がっていき
ました。
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事業を効果的に実施する
ために、言語別の意見交換
会を実施しました。
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ガイドを育成するための研修会を
開催しました。

外国籍住民との共生を目指す県内の団
体の取り組みについて、現状や課題等
を話し合いました。各団体からの提案
を受け、翌年にセミナーとアンケート
を実施、その後の外国人支援のための
協働事業の実施へとつながりました。

平成20年後半からの世界的な景気後退の影
響を受け、特に丹南地域在住の日系ブラジ
ル人が職を失う等して相談が急増しまし
た。緊急措置として、県の南越合同庁舎に窓
口を開設し相談に対応しました。
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青年海外協力隊等の海外でボランティア活動する福井県出身者の
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ました。現地での活動・交流に役立ててもらうとともに、県民の皆
さんに国際協力への関心を持ってもらうきっかけとしました。

30  年  の  あ  ゆ  み 1989ー2018

ＲＥＩＮＡＮふれあい滞在記
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APECまつり

外国人ママのためのおしゃべり会 NUKU-NUKU

2009ー2018
2009（平成21年）

●　在住外国人支援のための協働事業
　　　・外国籍児童生徒サポーター研修会
　　　・外国籍住民対象：再就職支援のための無料にほんご教室
　　　・外国人ママのためのおしゃべり会　NUKU-NUKU
●　在住外国人ホットライン整備受託事業（ポルトガル語／中国語）

2010（平成22年）

●　日本APEC（アジア太平洋経済協力）
　　エネルギー大臣会合福井開催記念「APECまつり」
●　在住外国人支援のための協働事業
　　　・外国にルーツを持つ小中学生と親のための高校進学説明会
　　　・外国人患者に対応するための医療従事者と事務受付者を対象にした研修会

●　外国籍児童生徒学校生活サポーター養成・支援事業
　　　・日本語アドバイザー設置
　　　・日本語リソース図書開設

2011（平成23年）

●　在住外国人支援のための協働事業
　　　・外国にルーツをもつ小中学生と保護者のための学校生活ガイダンス
　　　・外国にルーツをもつ子どもたちへの日本語指導･教科指導についての研修会
●　外国人医療支援事業
　　　・外国人医療支援検討委員会の開催
　　　・医療機関と在住外国人に対してアンケート調査実施

2012（平成24年）

●　多言語ラジオ番組「CHOTTO, KIITE, FUKUI」放送事業
●　異文化理解促進事業
　　　・ブラジル福井村入植50周年記念「ブラジルミニフェスタ」
　　　・浴衣で歩こう～養浩館庭園散策＆福井フェニックスまつり～
　　　・弾いてみよう 日本の楽器
　　　・日本のお菓子「桜もち」を作ろう

在住外国人の増加・長期滞在により、地域の外国人との共生
事業に重点を置くとともに、企業の海外進出支援や外国人材
の受入拡大に向けた環境整備も進めていくことになりました。

（平成21年～平成30年）

県内の国際交流・協力団体
と協働して、日本語支援、
子育て支援等、様々な事業
に取り組みました。

太平洋を取り囲む20の国・地域の人々
が集う、ＡＰＥＣエネルギー大臣会合
が福井県で開催されました。子どもか
ら大人まで幅広い年齢層を対象とし
たイベントを開催しました。

在住外国人が安心して医療サービスを
受けることができる環境を整える方策
を検討するため、外国人医療支援検討
委員会を立ち上げました。現状分析や
課題の整理、協会が取り組むべき施策
等を報告書として取りまとめました。

外国人医療支援検討委員会

福井県における外国人医療支援に
関する報告書

医療通訳サポーター
勉強会（中国語）

海外ボランティア支援事業（ルワンダ共和国）

おちゃっと
サロン

国際ビジネス人材育成
支援事業

2013（平成25年）

●　福井県・浙江省友好提携20周年記念事業「浙江省フェスティバル」
●　外国人支援事業「医療通訳サポーター入門講座（中国語）」
●　海外ボランティア支援事業（ルワンダ共和国）
●　日本語ボランティア情報交換会 開催

2014（平成26年）

●　国際交流のつどい開催事業「ペルーフェスティバル」
●　外国人支援事業「医療通訳サポーター基礎講座／勉強会（中国語）」
●　海外ボランティア支援事業（ニカラグア／ミクロネシア）
●　福井県・ドイツハールブルク郡ヴィンゼン市友好提携15周年記念派遣

2015（平成27年）

●　外国人支援事業
　　　・災害時通訳ボランティア研修会の開催
　　　・日本語教室を利用した防災教育の実施
　　　・ALT(外国語指導助手)対象浸水害対処合同訓練の開催
　　　・SNSを活用した緊急連絡・多言語翻訳シミュレーションの実施
●　外国語による外国文化紹介講座開催事業（米国／中国）

2016（平成28年）

●　国際交流会館開館20周年記念事業
●　総領事等招へいによる福井ＰＲ事業(ベトナム／インドネシア）
●　海外赴任者生活安心セミナー開催事業
●　おちゃっとサロン開催事業(コロンビア／フィリピン／キューバ／フィンランド／カナダ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マレーシア／インド／オーストラリア／モンゴル 他）
●　おもてなし外国語ボランティア講座開催事業

2017（平成29年）

2018（平成30年）

2019（平成31年）

●　「福井県国際交流嶺南センタ－」が
　　アクアトム2階に移転（3月）
●　国際ビジネス人材育成支援事業
●　国際交流団体活動推進情報交換会議の開催
●　総領事等招へいによる福井ＰＲ事業(香港／米国)
●　留学生県内就職支援事業

福井県国際交流協会 設立30周年（3月）

●　ISTS※機運醸成青少年海外派遣交流事業
●　企業のための海外ネットワーク構築支援事業
●　外国人観光誘客促進事業
●　English cafe開催事業

外国人医療支援検討委員会からの提言を受
け、県内で需要が最も多い中国語の医療通訳
をサポートする人材を養成するための講座や
勉強会を開始しました。

2019年6月に世界最大規模の宇宙国
際会議が福井で開催されるのに合わ
せ、3月に県内の中学生をアメリカの
宇宙関連施設に派遣しました。

※ISTS･･･宇宙技術および科学の国際シンポジウム  International Symposium on Space Technology and Science

福井県国際交流会館開館20周年
を記念して、竹中平蔵氏を講師
に招き、「激動する国際情勢と日
本経済」をテーマに記念講演会
を開催しました。

30  年  の  あ  ゆ  み 1989ー2018

企業の海外進出支援の一環として、若手
社員向けに、ビジネスプレゼンテーショ
ン手法等を学ぶ研修を米国オハイオ州
フィンドレー市で実施しました。
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APECまつり
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日本語授業の様子

国際理解促進講座（ハローワールド）

　福井県国際交流協会設立 30 周年にあたり、｢日本語の輪を広げる会｣の一会員とし
て心からお祝い申し上げます。
　この 30 年を振り返ってみますと、私たちの会は、様々な面で協会のご支援をいた
だき、今日まで活動してまいりました。まだ、日本語を教えるボランティアなどほと
んどいない時代に、積極的に｢日本語教師養成講座｣や、教師としての資質を高めるべ
く「日本語専門講座」などを何度も主催していただきました。そのおかげで、10 名
足らずで発足した当会も、平成 30 年度には会員数 70 名を超えています。また、国
際交流協会を窓口として、年間 120 クラスを超える個人授業やグループ授業を実施
できるまでになりました。
　この間、日本語を取り巻く社会情勢も変化し、日本語を学ぶ外国人の方の目的も多
岐にわたっています。私たちはその一人ひとりに応じた授業を考えていくのですが、
その過程で、相手の国の歴史や言葉にも興味をもつようになり、逆に学ぶことも多い
ものです。この 30 年間、国際交流会館の教室の中で、人と人との小さな交流が次々
と生まれてきました。これこそが｢国際交流｣「共生社会」の基本で、言葉は大切な役
割を担っていると思います。
　私自身も最近、思いがけない経験をしました。20 年以上前に日本語授業を担当して
いた方のお嬢さんに会うことができたのです。彼女も私たちの会で日本語を勉強して
いました。私は、親子２代にわたり、日本語に興味を持ってくれたことへの感謝の気
持ちでいっぱいになりました。長い間、日本語ボランティアを続けてきたからこそ味
わえた喜びでした。きっと今頃、二人で福井の思い出を語り合っていることでしょう。
　これからますます、国際交流協会の役割は重要になっていくと思います。福井県で
生活する外国人に、よりきめ細かい支援が差し伸べられることを願っています。私も
言葉の面で、子どもから大人まで安心して勉強できるよう、微力ではありますが、努
力していきたいと思います。

メ ッ セ ー ジ 協 会 に ゆ か り の あ る 皆 さ ん か ら

田口 葉子 さん
日本語の輪を広げる会 会員
1985 年設立

　私が、ＦＩＡ※の国際理解促進講座（ハローワールド）に関わって 10 年以上になり
ます。今まで、県内の約 30 の小学校へ行きモンゴル国の紹介をしてきました。小学
校２年生の国語の教科書に載っている「スーホの白い馬」の舞台であるモンゴル国に
ついて、家畜と密接にかかわる遊牧民を中心に、その生活と文化を教えています。馬
頭琴の音色を聴かせたり、多くの写真を用いたり、ＦＩＡの職員の方のアドバイスを
受けながら分かりやすい授業になるよう工夫していま
す。2 年生の子どもたちは、目を輝かせながら、興味
津々で聴いてくれます。ベテランの先生に「何十年も

『スーホの白い馬』を教えているけど、こんな素敵な
授業は初めてです。」と言われると、とても嬉しく思
います。リピーターとなって、毎年依頼してくれる先
生もいて、やり甲斐を感じます。
　ハローワールドを通じて、いろんなつながりができ
て福井にもなじむことが出来ました。これからも、子
どもたちが世界に目を向けるきっかけづくりのお手伝
いを続けていきたいです。

　　　　　

REINAN国際交流のつどい

　福井県国際交流協会の設立 30 周年を心より御祝い申し上げます。福井県国際交流
関係団体連絡会の加盟団体として共に御祝い出来ますことを大変嬉しく思っておりま
す。福井県国際交流協会は、福井県民と世界の人々との幅広い交流の推進、国際社会
で活躍できる人材育成など様々な事業を推進されておられますが、貴会が今後さらに
関係機関等との連携や多文化共生の推進を図り、大きく飛躍されますよう、心よりお
祈り申し上げます。
　私たち「はぎの会」も敦賀市内の国際交流に関心のある女性を中心に活動しており
ます。例年行う活動の 1 つとして、嶺南地域の国際交流団体が実行委員会を立ち上
げ開催している「REINAN 国際交流のつどい」があります。毎年、開催場所は変わり
ますが、スポーツや日本文化体験を通し、多文化共生（共に支え合う）社会を目指し
て、多くの在住外国人の方に来場頂き、参加された皆さんの笑顔に幸せを感じており
ます。
　あるフィリピンの女性は、初めは緊張のあまり集いの中に打ち解けられずにいまし
たが、自国の文化の踊り “バンブーダンス” を披露することによって、こわばってい
た表情も明るくなりました。互いに文化を発信し理解する、このことが真の国際交流
につながっていくと感じました。それからは毎年会場で会っても、「お久しぶり！！
元気？」と会話ができる関係を築くことが出来ました。
　これからも県民と福井県在住の外国人が、国の垣根を越えた交流や交歓を通して、
地域の活性化を図れるよう、私たちも微力ながら頑張らせていただきます。広く県民
の皆様のご協力、ご理解をよろしくお願いいたします。

木原 良子 さん
国際交流はぎの会 代表
1991 年設立

交流ふくいの寄稿 中国料理講座

和田 エンケザヤさん
国際理解促進講座 講師

　まず、福井県国際交流協会設立 30 周年、おめでとうございます。
　私が国際交流員として、一年間福井で過ごした日々から、もう 18 年が経とうとし
ています。時間が経つのは早いとは知りながら、こんなに速く、本当にあっという間
に過ぎてしまうことに驚きを感じています。
　福井での時間は、なんと良い思い出にあふれた一年間だったでしょう。毎日、職場
への道を静かに歩く時も、退勤後、スーパーで買い物をしてから自転車で小さい川に
沿って宿舎に戻る時も、幸せな気持ちでいっぱいでした。私はこのような静かな環境
が大好きでした。
　また、数え切れないほどの思い出の場所があります。足羽川の桜、三国の花火、東
尋坊の海、恐竜博物館、フェニックス祭りなど、春、夏、秋、冬、すべての季節のあ
らゆる風物を体験しました。
　そして、福井にいる一年間で、たくさんの友達ができました。今になっては、名前
も忘れ、今どこにいるかも分からない友達もいますが、皆さんの笑顔だけはいつまで

も心の中にあります。困った時、辛い時、寂しい時、皆さんが
そばにいたからこそ、勇気と力をもらいました。一年間本当に
お世話になりました。ありがとう。福井で出会った皆さんは私
の人生の宝物です。こんなに幸せに楽しく暮らした経験はその
後一度もなかったと言っても過言ではありません。
　これからも、日中両国は仲良くしなければなりません。世界
が平和で、中日両国も手を携え、ともに発展していくのが私の
願いです。

呉 暁東 さん
中国国際交流員
2000 ～ 2001 年

※ＦＩＡ･･･福井県国際交流協会の略称。Fukui International Association　
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ものです。この 30 年間、国際交流会館の教室の中で、人と人との小さな交流が次々
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割を担っていると思います。
　私自身も最近、思いがけない経験をしました。20 年以上前に日本語授業を担当して
いた方のお嬢さんに会うことができたのです。彼女も私たちの会で日本語を勉強して
いました。私は、親子２代にわたり、日本語に興味を持ってくれたことへの感謝の気
持ちでいっぱいになりました。長い間、日本語ボランティアを続けてきたからこそ味
わえた喜びでした。きっと今頃、二人で福井の思い出を語り合っていることでしょう。
　これからますます、国際交流協会の役割は重要になっていくと思います。福井県で
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メ ッ セ ー ジ 協 会 に ゆ か り の あ る 皆 さ ん か ら

田口 葉子 さん
日本語の輪を広げる会 会員
1985 年設立
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※ＦＩＡ･･･福井県国際交流協会の略称。Fukui International Association　
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あわら市日本中国友好協会

永平寺町国際交流協会

勝山市日中友好協会

勝山市国際交流協会

福井県青年国際交流機構

鯖江市国際交流協会

日本中国友好協会福井支部

大野市日本中国友好協会　

インターナショナルさかい

坂井市日本中国友好協会

福井県青年海外協力隊等を支援する会

ふくいグローバルねっとわーく
越前市国際交流協会
越前市日本中国友好協会

特定非営利活動法人 マレーシア国際交流協会
越前町国際交流協会

南越前町国際交流協会

敦賀市日伯友好協会

敦賀対外友好協会

国際交流はぎの会
おおい町国際交流協会

若狭町国際交流協会

福井エスペラント会

マリンカの会

小浜市国際交流協会

高浜町国際交流協会

メ ッ セ ー ジ 協 会 に ゆ か り の あ る 皆 さ ん か ら

元青年海外協力隊員による
国際理解促進講座（ハローワールド）

福井国際フェスティバル

　私は福井の初代国際協力推進員として JICA より配置され、協会のスタッフの方々
と机を並べ仕事をさせていただきました。「国際協力推進員」という名称を見ても、はっ
きりと業務の内容を理解していた人は私自身を含め、いなかったと思います。　
　何が期待されているのか、何ができるのか日々悩み、試行錯誤する中で、FIA の皆
さんの業務や国際交流会館で巻き起こるすべてのことがヒントになっていました。そ
うして取り組んだ様々な業務の中でも国際理解促進講座（ハローワールド）の立ち上
げは、とりわけ強く印象に残っています。これまでの学校への講師派遣をさらに楽し
い事業にしたいと考えました。学校、講師、それを支えるスタッフ、様々な方が関わ
る事業なので、簡単な話ばかりではありませんでした。子どもたちが生きる 10 年後
20 年後の社会を想像し、知ってほしいことをどう伝えるか、どのような場にするか
を考えていると、いろいろな課題が浮かびますが、そこからまた新しいアイデアが生

まれることもありました。福井県の様々な人材
や情報が集まる国際交流協会だからこそできた
事業だと思います。そんな特性を最大限に生か
し、これからも福井の国際化を支えていかれる
ことを期待しています。

木水 蔦代 さん
初代 JICA 国際協力推進員　
2000 ～ 2003 年

　1998 年 9 月 1 日、留学先から帰国して、国際交流の活動を始めたいと国際交流会
館にメンバー募集を掲示板に貼りに行ってから 20 年の月日が流れました。多くの思
い出があります。
　国際交流会館で開催される国際フェスティバルで出会った多くのボランティアス
タッフが、日常より交流活動をしたいと当団体を盛り上げ、今の活動の基盤を作って
くれました。また他県のフェスティバルを参考にしようと協会職員やフェスティバル
スタッフと視察に行った事もあります。当団体に集まったメンバーでヨサコイチーム
を作り祭りに参加、ダンス選手権、ハロウィンパーティーなど多数の企画。また情報
コーナーで出会った在日コリアンのみなさんとは年末カウントダウンイベントを企
画。朝鮮学校の雪かきをするなど多くの活動で仲間を得ることが出来ました。
　当団体を訪れる外国籍の方からの生活や法律の相談などプライバシーに関わる事は
協会を紹介し、協会からは、仲間作りなどを希望する方に当団体を紹介いただくなど、
お互いの信頼関係で歩めた事に喜びを感じます。そこには普段より心ある対応をして
くださる協会職員の皆
様がいるからこそです。
　今後ますますの発展
と活躍を祈願し結びの
言葉といたします。お
めでとうございます。

山下 善久 さん
インターナショナルクラブ代表
1998 年設立

県 内 の 国 際 交 流 協 会 と 国 際 交 流 団 体 ※

※国際交流団体は、「福井県国際交流関係団体連絡会」会員の団体を掲載しています。

「福井県国際交流関係団体連絡会」は、平成 5 年に各国際交流団体が手をたずさえ、
協力体制を深めながら地域に根ざした国際交流事業を積極的に展開していくことを目的に設立されました。

平成 31 年 3 月現在、52 団体が加盟しています。
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坂井市

勝山市永平寺町

福井市

越前町

南越前町

敦賀市

美浜町

若狭町

小浜市

おおい町

高浜町

越前市
池田町

大野市

鯖江市
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特定非営利活動法人コラボNPOふくい
福井県日・ロ親善協会

福井市日本中国友好協会
日本語の輪を広げる会

公益社団法人ふくい市民国際交流協会
福井県国際理解教育研究協議会

公益財団法人福井県国際交流協会
国際交流パソーナ

第三世界ショップふくい
中国浙江省から留学生を迎える会

特定非営利活動法人 幸福の国
福井県行政書士会

国際ソロプチミスト福井
インターナショナルクラブ

観光文化サラン房福井
国際ゾンタ福井ゾンタクラブ

福井県日伯友好協会
特定非営利活動法人日本ウガンダ友好協会

福井フェニックスSGG
福井県中国留学生友好会

青年海外協力隊福井県OB会
女性の海外協力を進める会

特定非営利活動法人福井県日本中国友好協会
ふくいユネスコ協会

公益財団法人ＡＦＳ日本協会福井支部
福井・モンゴル友の会（ナイラムダル）

福井県日韓親善協会
福井日伊英米交流協会

福井県日独友好親善協会
地球村福井県協議会

●●

●●

●●

●●
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事 業 体 系 と こ れ か ら の 取 り 組 み

●国際交流・協力のつどい開催事業
　　福井国際フェスティバル
　　REINAN 国際交流のつどい

●国際交流関係団体支援事業
　　福井県国際交流関係団体連絡会支援
　　嶺南地域国際交流推進連絡会支援

●技術研修員受入事業
　　海外技術研修員受入事業
　　浙江省技術研修員受入事業

●海外ボランティア支援事業

●おちゃっとサロン開催事業

●留学生県内就職支援事業

●国際理解促進講座開催事業

●海外派遣事業
　　国際ビジネス人材育成支援事業
　　フィンドレー大学奨学生派遣事業
　　研修生中国派遣促進事業

●外国人生活相談事業

●国際交流ボランティア登録・活動推進事業

●日本語常設講座開催事業（外国人対象）

●日本語支援事業（指導者対象）

●医療・災害における外国人支援事業

●災害時外国人支援強化事業（広域連携）

●情報誌発行事業
　　多言語情報紙発行事業（FIA Pocket）
　　協会年報発行

●マスメディアによる広報事業
　　FM ラジオ（Touch the World）

●インターネットによる情報提供事業
　　ホームページ
　　携帯電話
　　フェイスブック

1　国際交流事業

2　国際協力事業

3　国際理解・研修事業

4　多文化共生事業

5　情報提供・発信事業

6　旅券発給（事務補助）事業

7　福井県国際交流会館管理運営事業

国際交流・協力のつどい
開催事業

多様な文化に触れ合う機会を提供す
るとともに、県内の国際交流・協力に
取り組む団体の活動を紹介します。
県内在住の外国人やボランティアス
タッフとも協力しながら、嶺北と嶺南
で開催します。

海外派遣事業

福井県と友好提携している中国浙江省
や福井県とゆかりが深い米国オハイオ
州フィンドレー市に県民を派遣しま
す。米国では、県内企業の若手社員向
けの短期ビジネス研修も行います。
【中国】　約６か月間（2～ 3名）
【米国】　約10か月間（2名）
　　　　約2週間（10名）

技術研修員受入事業

中国浙江省、ブラジル、アルゼンチン
から技術研修員等を受け入れます。
各種分野における技術を習得しても
らい、母国の産業経済の発展に寄与す
るとともに、県民との交流を通じ友好
親善、相互理解を図ります。

国際理解促進講座事業

小中学生を対象に、国際理解を深め
るための講座を開催します。県内在
住外国人や海外ボランティア経験者
と協力しながら内容を検討し、国際
化に対応できる人材を育成します。

おちゃっとサロン開催事業

会館やセンターにおいて、外国人と
気軽に交流できる場を設けます。
また、福井県の誘客拡大に繋がるよ
う、大型クルーズ船の敦賀港の寄港
時等には、日本文化を紹介するイベ
ントを実施します。

留学生県内就職支援事業

外国人留学生採用に関するセミナー
や合同企業説明会の開催、留学生の個
別企業訪問のコーディネイト等、県や
企業と協力し、留学生の就職支援を進
めていきます。

　今年4月の入管法改正以降、東南アジアからの技能実習
生や定住化する外国人労働者とその家族の増加が見込ま
れ、さらに国籍、人種、活動内容も多様化するでしょう。
　国際交流会館や国際交流嶺南センターには、年間約18
万人が訪れます。窓口には、多くの外国人が様々な相談に
来ます。緊張した面持ちで訪れる人々が、帰ると
きには晴れ晴れとした笑顔になるように、そし
て、「福井に来て良かった」と思ってもらえるよう
に、これからも全力で取り組みたいと思います。

医療・災害における
外国人支援事業

関係機関と連携しながら、災害時通
訳の研修会や訓練を実施します。
また、医療通訳サポーターの養成や
外国人医療を取り巻く諸問題につい
て理解を深めてもらうための研修会
を実施します。

日本語常設講座開催事業
日本語支援事業

日本語教室は、日本語を学ぶ場所と
してだけでなく、日本人と繋がりを
持つ“地域社会との接点”としての重
要な役割も担っています。講座内容
を充実させるとともに、支援するボ
ランティアの養成にも力を入れてい
きます。

旅券発給（事務補助）事業

観光やビジネス等、海外渡航に必要な
身分証明書となる一般旅券（パスポー
ト）の発給を行います。年間約20,000
件の申請があり、増加傾向にあります。

旅券発給（事務補助）事業

観光やビジネス等、海外渡航に必要な
身分証明書となる一般旅券（パスポー
ト）の発給を行います。年間約20,000
件の申請があり、増加傾向にあります。

福井県国際交流会館管理運営事業

国内外の図書、新聞、雑誌、大使館等の
資料などを収集し、国際交流、国際協
力、多文化共生活動に役立つ情報を提
供してまいります。
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福井県国際交流協会では、幅広い県民の参加による全県的な国際交流を推進するため、様々な事業を展開しております。
ただいま、当協会の活動をサポートしてくださる賛助会員を募集しております。皆様のご入会を心からお待ちしております！

賛　助　会　員　を　募　集　し　て　い　ま　す

● 会　費 ― ［個人］ 2,000円　［団体］ 10,000円
● 期　間 ― 申込日～2020年3月31日
● 特　典 ― 国際交流イベントの案内のほか、映画チケット・ホテル宿泊・旅行用品・レストランでの割引 など

※特典ご利用時には、必ず会員証をご提示ください。電話等での予約の際は、会員である旨お伝えください。
※繁忙期等には、特典の利用が出来ない場合もありますので、ご了承ください。
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【ラジオ放送】 FM福井76.1  毎週水曜日　9:30～9:40
 https://www.f-i-a.or.jp/
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